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１．はじめに
本稿では，中国における乳業界（とくに牛乳生産・加工・販売部門）の現
状と課題について検討する。
周知のように，中国の乳業界は，２０００年代に入り，経済発展による乳製
品消費量の急増により，比較的大きな発展を遂げた（後掲表１参照）。しか
し，２００８年の育児用粉乳の原料乳に，樹脂の主原料となるメラミンが故意
に混入され，乳幼児の健康被害が発生した事件（いわゆる「メラミン事件」１）
以下同様）を契機に，食品安全問題が大きな課題として登場した。
このメラミン事件は，２０００年以降，中国で頻発した食品安全事件（残留
農薬事件，食品添加剤事件，食品偽装事件，禁止飼料添加物使用事件，動物
用医薬品超過残留事件，抗生物質残留事件等）のなかで，もっとも深刻なも
中国における乳業界の構造再編
「メラミン事件」の深刻な影響
１）「メラミン事件」の経緯は以下の通りである。まず，２００８年９月１１日，中国衛
生省が河北省の「三鹿集団」の粉ミルクからメラミン検出を公表した。さらに調
査が実施され，これらの粉ミルクにより，全国の５万４千人以上の乳幼児が腎臓
結石の被害を受け，少なくとも４人が死亡した事実が判明し，社会に大きな影響
を与えた。死者は最終的に６人に達したとの報道もある。「三鹿集団」は「メラ
ミン事件」により，２００８年末に破産したとされる。メラミンは食器などに使わ
れる樹脂の主原料で，それ自身の毒性は低いが，大量に摂取すると腎臓などに結
石ができる場合がある。窒素を多く含み，食品などに混ぜることで，たんぱく質
の量を多く見せかけられるため，牛乳の品質を偽装する目的で，故意に牛乳に混
入されたものと考えられる。その後，乳製品メーカー計２２社の製品のほか，菓
子，卵，家畜飼料などからも発見され，この時期の食品安全問題としては空前の
規模の社会問題となった。資料は『朝日新聞』２００８年１１月１９日，および，渡
邉真理子（２００８），新川俊一・岡田岬（２０１２）等参照。
キーワード：中国，乳業界，メラミン事件，LL牛乳
大 島 一 二
１
乳製品生産量
２０００年 ９１９．１
２００１年 １，１２２．９
２００２年 １，４００．４
２００３年 １，８４８．６
２００４年 ２，３６８．４
２００５年 ２，８６４．８
２００６年 ３，３０２．５
２００７年 ３，６３３．４
２００８年 ３，７８１．５
２００９年 ３，７３２．６
２０１０年 ３，７４８．０
２０１１年 ３，８１０．７
２０１２年 ３，８７５．４
２０１３年 ３，６４９．５
２０１４年 ３，８４１．２
表１ 中国の乳製品生産量の推
移（万トン）
資料：『中国統計年鑑』各年版から作成。
のの一つであり，中国社会のみならず国際社会に与えた影響も空前の規模で
あったといえる。この事件を契機に，中国では，一部の高所得者層のみなら
ず，一般消費者においても食品安全意識が急速に高まり，政府関係機関およ
び食品製造企業もその対応に追われることとなった。
また，乳業界においては，この事件を契機に，それまでの乳製品生産量の
急激な発展基調から，一転して，急激な消費者の牛乳離れと販売量の停滞と
いう大きな困難に直面することに至り，この激震により，安全な製品の生産
システムの構築，従来までの酪農経営構造の再編２）などの大幅な変革が求め
られ，これに対応できない企業は市場を失うなど，大きな転換期に至ってい
る。
こうした状況の中で，本稿では，依然として大きな困難の中にある中国の
乳業界の構造再編の実態を検討し，課題を明らかにしていく。
２．中国における牛乳生産の現状
（１）乳製品生産量の推移
表１は，中国の乳製品生産量の推移を示
したものである。この表から明確にわかる
ように，中国の乳製品生産量は，メラミン
事件前の生産量の急拡大期と，その後の生
産量（＝消費量）の停滞期という，２００８
年のメラミン事件を分岐点に，明らかな好
対照を示していることがわかる。それだ
け，メラミン事件が，中国社会と牛乳消費
に与えた影響が大きかったということを示
していると考えられる。
２）包翠栄・胡柏（２０１２）によれば，メラミン事件による負の影響は農家の酪農経営
にも及び，農家経営を圧迫しているという。
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地区 乳製品生産量 液体乳生産量
河南 １７５．４ １４５．４
湖北 ６０．５ ６０．４
湖南 ３７．７ １７．３
広東 ５６．８ ２８．０
広西 １５．７ １３．２
海南 ０．４ ０．４
重慶 １１．２ １１．２
四川 ７７．２ ６６．１
貴州 ５．９ ５．９
雲南 ４７．０ ４６．０
チベット ０．５ ０．３
陜西 １７２．１ １５５．１
甘粛 ２４．０ ２２．７
青海 １５．８ １５．６
夏 ５６．６ ５３．６
新疆 ４０．５ ３３．７
地区 乳製品生産量 液体乳生産量
全国 ２，５４５．２ ２，１４６．６
北京 ５６．６ ５２．２
天津 ４４．０ １９．８
河北 ２７２．５ ２３９．６
山西 ６５．２ ６０．４
内モンゴル ３２５．７ ２７３．４
遼寧 １０６．０ １０５．６
吉林 １６．７ １５．０
黒竜江 １８５．７ １３４．１
上海 ５８．２ ５３．１
江蘇 １２８．３ １０９．２
浙江 ４２．１ ３０．２
安徽 ７５．２ ７１．０
福建 ２２．４ １７．３
江西 ２８．５ ２５．０
山東 ３２０．７ ２６５．７
表２ ２０１２年省・市・自治区別乳製品および液体乳（牛乳）生産情況（万トン）
資料：『中国統計年鑑２０１３』から作成。
（２）主要乳製品生産地域
このように，大きな変転をとげている中国の乳製品生産であるが，その主
要産地および最近の農場分布の状況について，もう少し具体的にみてみよ
う。
表２は，２０１２年の省・市・自治区別乳製品および液体乳（牛乳）生産情
況を示したものである。
また，表３は，このうち乳製品について，２０１２年の省・市・自治区別生
産情況を降順に示したものである。
この表３によれば，中国の乳製品生産上位１０省・自治区は，内モンゴル
自治区，山東省，河北省，黒竜江省，河南省，陝西省，江蘇省，遼寧省，四
川省，安徽省であり，華北および東北地域の諸省が生産の中心であることが
わかる。中国の北方地域は冷涼乾燥した気候で，乳用牛を飼養するのに適し
た環境にあり，とりわけ，内モンゴル自治区，黒竜江省などは，豊富な草地
を持ち，飼料基盤が充実していることからも北東部が主産地となっているの
である。
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地区 乳製品生産量
全国 ２，５４５．２
１ 内モンゴル ３２５．７
２ 山東 ３２０．７
３ 河北 ２７２．５
４ 黒竜江 １８５．７
５ 河南 １７５．４
６ 陜西 １７２．１
７ 江蘇 １２８．３
８ 遼寧 １０６．０
９ 四川 ７７．２
１０ 安徽 ７５．２
地区 乳製品生産量
１１ 山西 ６５．２
１２ 湖北 ６０．５
１３ 上海 ５８．２
１４ 広東 ５６．８
１５ 北京 ５６．６
１５ 夏 ５６．６
１７ 雲南 ４７．０
１８ 天津 ４４．０
１９ 浙江 ４２．１
２０ 新疆 ４０．５
２１ 湖南 ３７．７
地区 乳製品生産量
２２ 江西 ２８．５
２３ 甘粛 ２４．０
２４ 福建 ２２．４
２５ 吉林 １６．７
２６ 青海 １５．８
２７ 広西 １５．７
２８ 重慶 １１．２
２９ 貴州 ５．９
３０ チベット ０．５
３１ 海南 ０．４
表３ ２０１２年全国乳製品生産情況（降順）
資料：『中国統計年鑑２０１３』から作成。
３．中国酪農の生産構造
（１）酪農経営の平均的生産規模
前掲表３に示した，乳製品生産の多い上位１０省・自治区の生産のシェア
は，全体の約８割に達している。こうした北方諸省中心の乳製品生産構造
は，１０年以上にわたって，あまり変化が見られなかったが，近年では新し
い動向として，北京市，上海市，天津市などの大都市郊外でも生乳を生産す
る比較的大きな規模の酪農経営が広がっており，それらでは効率の高い乳牛
を海外等から導入し，大規模に牧場を展開しているといった経営スタイルが
みられはじめている。こうした経営には外資系企業が多いのが特徴である。
表４は中国の酪農経営の規模別飼養頭数の推移である。これによれば，中
国の酪農経営は基本的には飼養頭数５～７頭前後の零細規模経営が主である
全 体 １～４頭
５～
１９頭
２０～
９９頭
１００～
１９９頭
２００～
４９９頭
５００～
９９９頭
１，０００頭
以上
１経営当たり
飼養頭数
２００７年 ２，６６８．７２，１５９．７ ４４４．９ ５６．３ ４．４ ２．３ ０．８ ０．３ ５．６
２００８年 ２，５８７．１１，９７０．８ ５４２．１ ６５．６ ４．４ ２．７ １．０ ０．５ ５．９
２００９年 ２，４０２．５１，８１６．４ ５１２．８ ６３．２ ４．３ ３．３ １．８ ０．７ ６．６
２０１０年 ２，３１０．２１，７５０．９ ４８３．９ ６４．２ ４．６ ３．６ ２．１ ０．９ ７．１
２０１１年 ２，１９８．５１，６５１．８ ４５８．０ ７６．７ ５．３ ３．６ ２．１ １．０ ７．９
２０１２年 ２，０５５．８１，５６２．５ ４０６．２ ７３．６ ６．０ ３．８ ２．３ １．３ ７．３
表４ 中国の酪農経営における飼養規模別経営数の推移
資料：『中国畜牧業年鑑２０１３年』から作成。
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ことに大きな変化はないが，１，０００頭以上を飼養する経営が着実に増加して
いることがわかる。
（２）大規模酪農経営の展開
こうした酪農経営規模の大規模化を促進してきた要因の一つとして，外国
資本の酪農部門への参入増加があげられよう。アサヒビールが山東省莱陽市
で展開する「朝日緑源」３）事業はまさにこの好例であるが，こうした大規模経
営では，産乳能力の高いホルスタイン種をオーストラリアおよびニュージー
ランド等から輸入している場合が多く，栄養価の高い濃厚飼料を給与するこ
とで，１頭当たりの乳量は国内平均よりかなり高く，加えて，搾乳施設など
の設備も最新の機器が海外から導入されるなど，先進的な大規模経営として
全国から注目されている。
この「朝日緑源」が歩んできた１０年あまりの歴史は，中国の大規模酪農
経営の発展の歴史そのものであるといえよう。表５は，「朝日緑源」の酪農
事業経営規模の発展について示したものである。この表５によれば，総飼養
頭数は２０１１年前後をピークに抑制しているが，成牛１頭当たり搾乳量は一
貫して増加しており，質の充実が図られていることがわかる。
また，表５の２０１５年の数値からは，総飼養頭数１，３６８頭，内，搾乳牛頭
数８０６頭，搾乳牛１頭当たり搾乳量は８．３トンと示されているが，この数値
は，後掲表６に示した中国全国の先進的大規模経営との比較では，総飼養頭
数こそ中国の他社大規模経営牧場の方が大きいものの，搾乳牛頭数および搾
３）「朝日緑源」事業については，大島一二（２０１１）などに詳しい。
２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５
総飼養頭数（頭） ９９３ １，２９２ １，５１６ １，７０２ １，６７４ １，５２０ １，３６０ １，３６８
成牛（頭） ６３２ ６９７ ８６４ １０３１ ８３９ ８０１ ８３２ ８０６
育成牛（頭） ３６１ ５９５ ６５２ ６７１ ８３５ ７１９ ５２８ ５６２
総乳量（トン） ３，２８２ ４，２９９ ５，１３９ ５，７９１ ５，１０５ ５，５９６ ６，３９０ ６，７１４
成牛１頭当たり搾乳量 ５．２ ６．２ ５．９ ５．６ ６．１ ７．０ ７．７ ８．３
表５ 朝日緑源における乳業事業の展開
資料：朝日緑源資料から作成。
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乳牛１頭当たり搾乳量はほぼ拮抗か全国を凌駕しており，「朝日緑源」牧場
が，すでに中国の先進的な大規模牧場に相当する生産，品質レベルに達して
いることが読み取れる。こうした朝日緑源規模の経営が，中国では全国規模
で増加しているのである。
このように，近年の中国酪農においては，圧倒的多数の零細経営が，低生
産性問題の深刻化，衛生管理や品質向上への取り組みの遅滞など数多くの問
題を抱え停滞しているのにたいして，この一方で，中国政府の大規模経営優
遇策の影響もあり，ゆっくりではあるが，しだいに大規模酪農経営が育成さ
れつつある。こうした大規模酪農経営は，「朝日緑源」のように４），豊富な資
金力と技術力を有し，酪農先進国並みの飼養管理方式による高品質乳製品の
生産・販売を可能にしているのである。
この点について，表６は，公表された資料による中国の大規模乳製品企業
４）アサヒビールによる「朝日緑源」以外にも，日系酪農経営として，明治乳業，武
漢九州乳業などが参入している。
会社名
牧場数
ヶ所
総飼育頭数
万頭
成牛頭数
万頭
牛乳産量
万トン
１頭当たり
成牛搾乳量
トン／年
馬鞍山現代牧業有限公司 １０ ８．３０ ２．２０ １７．６０ ８．０
北京三元綠荷牛乳養殖センター ２７ ４．００ ２．００ ２０．００ １０．０
瀋陽輝山乳業有限責任公司 ３０ ４．００ ２．００ １６．００ ８．０
山海牛乳集団 ２１ ３．００ ２．００ ― ７．８
北京双娃乳業有限公司 ８ ２．３１ １．３５ ９．４５ ７．０
山海光明荷斯坦牧業有限公司 １０ ２．００ １．２０ ― ８．０
天津嘉立荷牧業有限公司 １６ １．６０ １．００ ― ９．５
済南佳宝乳業有限公司 ３ １．２１ ０．６７ ５．７６ ８．６
飛鶴原生態牧業株式会社 ３ １．４０ ０．３０ ２．６４ ８．８
河北福成五豊乳牛場 ２ ０．８１ ０．３５ ２．８４ ８．１
吉林省乳業集団広澤有限公司 ６ ０．８０ ０．３６ ２．３４ ６．５
内モンゴル䑊聯科技有限公司 ７ ０．７０ ０．４２ ２．９４ ７．０
寧夏農墾賀蘭乳業有限公司 ５ ０．４４ ０．２５ １．９９ ８．６
北京中地種畜有限公司 ２ ０．３１ ０．２２ １．９１ ８．８
重慶光大（集団）有限公司 ３ ０．５０ ― ― ７．０
総計 １５３ ３１．３８ １４．３２ ８３．４７ ―
表６ 大規模乳業企業の概況（２０１０年）
資料：『中国畜牧業年鑑２０１２年』から作成。
６ 桃山学院大学経済経営論集 第５８巻第３号
の状況を示したものである。この表によれば，各大規模経営の平均飼養頭数
は２，０５１．０頭，平均搾乳牛頭数は９３５．９頭に達している。搾乳牛１頭当たり
平均搾乳量は年間８．１８トン（数値が欠損している企業を除いた数値）であ
る。
４．乳製品製造企業の変化
（１）「メラミン事件」と乳製品の品質向上
ここまでみてきたように，中国の酪農においては，長期にわたって零細経
営が中心であったが，しだいに大規模経営の形成，発展と構造変化が進みつ
つある。
この一方で，前述の「メラミン事件」への対応として，乳業メーカーは従
来までの「量」を重視した生産から，製品の安全性や品質といった「質」を
重視した生産への転換を余儀なくされる状況に至っている。これは，直接的
には前掲表１に示したような乳製品生産量の停滞という現状に対応したもの
といえるが，企業戦略として，食品安全の確保を念頭に置き，より高品質の
乳製品が消費者に受け入れられつつある現状に対応したものであるともいえ
よう。言い換えれば，メラミン事件による安心安全問題への消費者の関心の
高まりが，企業を動かしているともいえよう。
また，メラミン事件後，さまざまな牛乳の安全管理に関する政策・法令
を，中国政府の関係機関が制定されたことも，この「量」から「質」への転
換を急速に促進したと考えられる。中国政府は食品安全確保を進めるため
に，政府主導で，酪農・乳業界の再編・統合を進展させていることから，メ
ラミン事件以降，各生産企業は質を重視した生産構造への転換を余儀なくさ
れているという見方もできる。
量から質へという，大きな動向変化を背景に，販売される乳製品の製品種
類にも大きな変化が発生している。それは，従来中国では，物流インフラ
（冷蔵輸送，冷蔵保存）の未整備に対応するため，長期にわたって，常温保
存が可能で，低価格で，かつ賞味期限が長いロングライフミルク（LL牛乳）
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が主流であったが，中国におけるLL牛乳は，とくにメラミン事件以降，そ
の食味５），安全面での課題が大きくなりつつあり，こうした「安かろう悪か
ろう」の製品では市場対応がしだいに困難になりつつあるからである。
この企業側の消費者対応の中で，「朝日緑源」などが１０年にわたって取り
組んできた，冷蔵保存を要する生鮮牛乳（「純牛乳」）分野への参入が相次い
でいる。
（２）乳業界における大規模企業のシェア拡大
こうした大規模酪農経営の拡大の中で，乳業メーカーはどのように展開し
ているのであろうか。表７は中国の大手乳業メーカーのシェアの推移を示し
たものである。この表によれば，ここ数年，中国乳業メーカーの１位から４
位まではほぼ固定しており，蒙牛乳業（内モンゴル自治区），伊利集団（内
モンゴル自治区），光明食品（上海市），三元食品（北京市）の順位に大きな
変動はないが，それ以下はかなり大きく変動していることがわかる６）。とく
にメラミン事件との関係では，事件前，業界３～４位の地位にあった「三鹿
集団」７）がメラミン事件により，２００８年末に破綻し，業界再編が進展した。
その後，近年では，とくに「飛鶴乳業」（黒竜江省），「新希望集団」（四川
省）の上昇が特徴的である。このように中国の乳業界も再編の気運が高まっ
ていることがわかる。
５）中国の加工乳は，長期にわたって，着香，他の飲料との混合等が一般的で，牛乳
自体の素材の味を重視したものは少なかった。
６）中国乳業メーカーの再編については戴容秦思（２０１４）が詳しい。
７）「三鹿集団」（本社，河北省）は，石家庄三鹿有限公司とニュージーランド生活協
同組合フォンテラとの合弁企業である。粉ミルクを中心とした乳製品の製造を
行っていた。同社の粉ミルクの中国国内における市場占有率は１８％で，１５年連
続首位を記録していた。「メラミン事件」により，２００８年末に破綻したとされ
る。
８ 桃山学院大学経済経営論集 第５８巻第３号
５．乳製品需要の特徴
さて，このように，生産（供給）側面からみた中国の乳業界は大きな変化
が発生しているが，消費の局面からみた場合はどのようであろうか８）。
表８は中国の乳製品消費量の推移を都市と農村別に示したものである。中
国の都市地域の牛乳・乳製品１人当たり家計消費量は，牛乳が２０１２年１４．０
㎏，はっ酵乳が２０１２年３．５㎏，粉乳が２０１２年０．５㎏であった。この表から
理解できるように，２００８年のメラミン事件以降，牛乳・乳製品１人当たり
消費量は減少しており，都市部ではまだ事件以前の水準には回復していない
のが現状である。この需要の伸び悩みが，乳業界に前述したような「量」か
ら「質」への転換を促す要因となっている。
また，
２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年
都市平均 １８．３２ １７．７５ １５．１９ １４．９１ １３．９８ １３．７０ １３．９５ １７．１０ １８．１０
農村平均 ３．１５ ３．５２ ３．４３ ３．６０ ３．５５ ５．１６ ５．２９ ５．７０ ６．４０
表８ 中国の乳製品消費量の推移（kg）
資料：『中国統計年鑑』各年版から作成。
表９は，こうした厳しい状況のなかで，今後の消費動向を予測でき
る統計として掲載した。この表９は，とくに中国の都市部における人口１人
当たり所得階層別生乳消費量を掲載したものである。この表９からは，所得
８）中国の牛乳消費動向については佐藤敦信（２０１５）が詳しい。
順位 ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０
１ 伊利 伊利 伊利 蒙牛 蒙牛 蒙牛 蒙牛
２ 蒙牛 蒙牛 蒙牛 伊利 伊利 伊利 伊利
３ 光明 三鹿 三鹿 三鹿 光明 光明 光明
４ 三鹿 光明 光明 光明 完達山 三元 三元
５ ネスレ ネスレ 美賛臣 完達山 聖元 聖元 飛鶴
６ 娃哈哈 佳宝 佳宝 英特尓 佳宝 飛鶴 興安嶺
７ 龍丹 銀橋 ネスレ 飛鶴 三元 銀橋 皇氏
８ 銀橋 古城 完達山 佳宝 飛鶴 新希望 新希望
９ 佳宝 完達山 太子䑊 維維 銀橋 完達山 維維
１０ 完達山 美賛臣 亜華 焦作蒙牛 新希望 佳宝 新農開発
表７ 中国の大手乳業メー カー のシェアの推移
資料：『中国畜牧業年鑑２０１２年』から作成。
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２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年
牛乳 １８．３ １７．８ １５．２ １４．９ １４．０ １３．７ １４．０
平均 粉乳 ０．５ ０．５ ０．６ ０．５ ０．５ ０．５ ０．５
はっ酵乳 ３．７ ４．０ ３．５ ３．９ ３．７ ３．７ ３．５
牛乳 ２５．９ ２４．９ ２２．４ ２１．４ ２０．２ １９．０ １９．９
最高所得世帯 粉乳 ０．６ ０．５ ０．７ ０．７ ０．７ ０．７ ０．７
はっ酵乳 ６．３ ５．９ ５．５ ５．７ ５．６ ５．５ ５．１
牛乳 ２４．５ ２３．２ ２０．８ ２０．１ １９．１ １８．８ １８．６
高所得世帯 粉乳 ０．６ ０．５ ０．７ ０．６ ０．６ ０．７ ０．７
はっ酵乳 ５．２ ５．５ ５．０ ５．２ ５．０ ５．１ ４．７
牛乳 １９．２ １９．２ １５．８ １６．０ １５．０ １４．６ １５．０
中間所得世帯 粉乳 ０．６ ０．５ ０．６ ０．５ ０．５ ０．５ ０．５
はっ酵乳 ３．９ ４．２ ３．７ ４．２ ３．８ ３．８ ３．６
牛乳 １２．９ １２．５ １０．３ １０．５ ９．８ ９．７ ９．８
低所得世帯 粉乳 ０．４ ０．４ ０．５ ０．４ ０．４ ０．４ ０．４
はっ酵乳 ２．３ ２．８ ２．４ ２．８ ２．６ ２．５ ２．３
牛乳 ８．８ ９．６ ７．６ ８．０ ７．４ ７．６ ７．８
最低所得世帯 粉乳 ０．３ ０．３ ０．４ ０．３ ０．３ ０．３ ０．３
はっ酵乳 １．４ １．９ １．６ １．９ １．８ １．８ １．８
表９ 所得階層別都市部の１人当たり牛乳・乳製品消費量（単位：㎏）
注：所得階層は所得の上位１０％を最高所得，以下順に高所得（１０％），中間より高所
得（２０％），中間（２０％），中間より低所得（２０％），低所得（１０％），最低所得（１０％）と
分類。本表では，最高所得，高所得，中間，低所得，最低所得の部分を抜粋。
資料：『中国乳業年鑑２０１３』から作成。
階層が上昇するに従って，顕著に消費量が増大することがわかる。このこと
から，現在は相変わらず消費面で厳しい状況が続いているものの，将来の中
国の所得向上に伴って，牛乳等の消費が向上することが予想されよう。
６．まとめにかえて
ここまでみてきたように，中国の酪農・乳業界は，メラミン事件を契機
に，それまでの量的拡大基調から，明確に質を追求した発展へと転換しつつ
ある。事件以降，多くの乳業企業が牛乳・乳製品の安全性を高めるために努
力し，企業再編が大胆に進展している。この結果，生産性は高まり，安全確
保の面でも一定の成果が得られるものと考えられる。そして高品質製品がま
すます増加することになろう。前掲表９に示したように，幸い高所得階層は
牛乳消費が高いことが確認されており，中国乳業界の販売戦略しだいでは，
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こうした高品質の牛乳の需要はまだ開拓の余地があるものと考えられる。
また，すでに述べたように，中国では外国乳業資本が続々と参入してお
り，そうした企業は酪農先進国並みの技術を導入しつつ，国際水準の競争力
を有する企業も少なくない。こうしたことから，既存の中国国内の酪農経営
および乳業メーカーは，将来的に，国内の牛乳・乳製品市場の拡大が見込ま
れるとはいえ，さらに厳しい競争にさらされていくことになると予測でき
る。こうした状況の中で，市場での生き残りを可能とするには，より高い品
質の製品を生産していくことが肝要であろう。
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Reorganization of the Dairy Industry in China：
The Serious Influences on the Melamine
Contaminated Milk Scandal
OSHIMA Kazutsugu
This paper has clarified the present situation and problems in Chinese
dairy industry（especially in cow’s milk production，processing and sales
divisions．） In China， dairy industry has made considerably large
development due to the rapid increase of dairy products consumption in
the early２０００’s economic growth．
However，after so-called melamine contaminated milk scandal in ２００８；
babies’ health damages caused by purposely contaminated melamine
pigments into powdered milk，food safety problems became important
issues in the society．
This scandal is supposed to be one of the most serious affairs which
frequently happened in China since ２０００，and made a huge influence
among international society as well．
It has aroused Chinese consumers’ consciousness on food security
rapidly among not only high-income class but also middle-income ones so
that administrative and food manufacturers had to respond．
Chinese dairy industry has been suffered from radical avoidance and
stagnant consumption of milk after the scandal．Consequences of the affair
have appeared as establishment of food security system and reorganization
of dairy-farm constructions．
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